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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
地上ディジタル放送を受信し、指定された階層のセグメントによる映像データ出力を行う
手段と、
受信放送波の受信品質を判定する手段と、
現在位置を示す情報を出力する位置情報出力手段と、
電波受信不能地に関する情報を有するデータベースと、
現在位置が電波受信不能地内でない場合、弱階層による映像出力状態のときに前記受信品
質が第１の閾値（Ｘ１）を下回ったときには、強階層による映像出力状態に切り替える一
方、現在位置が電波受信不能地内である場合、前記受信品質が第１の閾値（Ｘ１）を下回
っても強階層による映像出力状態への切替は実行しない切替手段と、
を備えたことを特徴とする放送受信装置。
【請求項２】
請求項１に記載の放送受信装置において、前記切替手段は、前記強階層による映像出力状
態のときに前記受信品質が第２の閾値（Ｘ２）を上回ったときには（Ｘ１＝Ｘ２又はＸ１
＜Ｘ２）、前記弱階層による映像出力状態に切り替えることを特徴とする放送受信装置。
【請求項３】
請求項１に記載の放送受信装置において、前記切替手段は、前記強階層による映像出力状
態のときに前記受信品質が第２の閾値（Ｘ２）を上回ったときには（Ｘ１＝Ｘ２又はＸ１
＜Ｘ２）、前記弱階層でプライマリチャンネルを選局していたことを条件に前記弱階層に
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よる映像出力状態に切り替えることを特徴とする放送受信装置。
【請求項４】
請求項２又は請求項３に記載の放送受信装置において、前記弱階層による映像出力状態へ
の切り替えは、前記受信品質が第２の閾値（Ｘ２）を上回った状態が所定時間継続したと
きに実行することを特徴とする放送受信装置。
【請求項５】
請求項２乃至請求項４のいずれかに記載の放送受信装置において、前記弱階層で受信した
映像データを所定時間分保持するバッファを備えており、前記強階層による映像出力状態
から前記弱階層による映像出力状態に切り替えるときには、前記バッファからの所定時間
分の遅延映像を提示することを特徴とする放送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  この発明は、地上ディジタル放送を受信する放送受信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　地上ディジタル放送を受信する受信機が提案されている（特許文献１，特許文献２参照
）。地上ディジタル放送ではＩＳＤＢ－Ｔ方式が採用されており、１チャンネル（６ＭＨ
ｚ）の帯域を１３のセグメントに分割し、そのうちの１２セグメントを固定受信機用に、
残りの１セグメントを移動体受信機用に利用することを想定している。ここで、１セグメ
ント放送は強階層と呼ばれ、１２セグメント放送は弱階層と呼ばれる。
【０００３】
　強階層を受信対象とする受信機は、一般に、携帯電話等の比較的小型で液晶表示パネル
もＱＶＧＡサイズといった小型パネルを使用しており、それ故に画質も固定受信機ほどの
高画質は要求されない。このため、符号化効率は悪いが比較的所要Ｃ／Ｎ比が低くて済み
且つ移動に強いＱＰＳＫ方式を採用する。
【０００４】
　一方、弱階層を受信対象とする受信機は、一般に、大画面の据え置き型として提供され
、画質もハイビジョンといった高画質が要求され、帯域を１２セグメントと広くしている
。そして、所要Ｃ／Ｎ比は高いものの符号化効率が高い６４ＱＡＭ方式を採用する。
【特許文献１】特開２００３－６９５１６号公報
【特許文献２】特開２００４－７０２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、例えば移動体受信機などの放送受信装置においては、強階層と弱階層の両方
を受信する機能を備えることが考えられる。しかしながら、強階層と弱階層との切替がユ
ーザの操作だけで行われるとすると、受信電波状況が悪いエリアでは上記切替操作をユー
ザが頻繁に行わなければならないことが予想される。
【０００６】
　この発明は、上記の事情に鑑み、強階層と弱階層の両方を受信する機能を備えるととも
にその切替がユーザの手を煩わせずに好適に行われる放送受信装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
  この発明の放送受信装置は、上記の課題を解決するために、地上ディジタル放送を受信
し、指定された階層のセグメントによる映像データ出力を行う手段と、受信放送波の受信
品質を判定する手段と、画質は良いが比較的受信環境の影響を受け易い弱階層による映像
出力状態のときに前記受信品質が第１の閾値（Ｘ１）を下回ったときには、画質は粗いが
比較的受信環境の影響を受けにくい強階層による映像出力状態に切り替える切替手段と、
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を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　上記の構成であれば、弱階層の受信状態から強階層の受信状態への切替がユーザの手を
煩わせずに好適に行われる。
【０００９】
　上記構成の放送受信装置において、現在位置を示す情報を出力する位置情報出力手段と
、電波受信不能地に関する情報を有するデータベースと、を備え、前記切替手段は、現在
位置が電波受信不能地内であるときには、前記受信品質が第１の閾値（Ｘ１）を下回って
も強階層による映像出力状態への切替を実行しないこととしてもよい。
【００１０】
　これら構成の放送受信装置において、前記切替手段は、前記強階層による映像出力状態
のときに前記受信品質が第２の閾値（Ｘ２）を上回ったときには（Ｘ１＝Ｘ２又はＸ１＜
Ｘ２）、前記弱階層による映像出力状態に切り替えることとしてもよい。或いは、これら
構成の放送受信装置において、前記切替手段は、前記強階層による映像出力状態のときに
前記受信品質が第２の閾値（Ｘ２）を上回ったときには（Ｘ１＝Ｘ２又はＸ１＜Ｘ２）、
前記弱階層でプライマリチャンネルを選局していたことを条件に前記弱階層による映像出
力状態に切り替えることとしてもよい。前記弱階層による映像出力状態への切り替えは、
前記受信品質が第２の閾値（Ｘ２）を上回ってから所定時間が経過したときに実行するこ
ととしてもよい。
【００１１】
　また、これら構成の放送受信装置において、前記弱階層で受信した映像データを所定時
間分保持するバッファを備えており、前記強階層による映像出力状態から前記弱階層によ
る映像出力状態に切り替えるときには、前記バッファからの所定時間分の遅延映像を提示
することとしてもよい。
【発明の効果】
【００１２】
  この発明によれば、強階層と弱階層の両方を受信する機能を備えるとともにその切替が
ユーザの手を煩わせずに好適に行われるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
  以下、この発明の実施形態の車載型受信装置を図１乃至図４に基づいて説明する。車載
型受信装置は、図１に示すように、ディジタルチューナユニット３０とカーナビゲーショ
ンシステム（ＧＰＳ内蔵）４０とを備え、ディジタルチューナユニット３０が受信した映
像及び音声をカーナビゲーションシステム４０を介して当該システム４０のＬＣＤモニタ
４１及びスピーカ４２に供給するようにしている。また、ディジタルチューナユニット３
０のシステムコントローラ１３は、カーナビゲーションシステム４０の制御部４０ａとの
間で情報（位置情報、制御情報など）を送受するようにしている。
【００１４】
　車載アンテナ１は地上ディジタル放送を受信し、受信した信号を地上波ディジタルチュ
ーナ２に与える。
【００１５】
　地上波ディジタルチューナ２は、映像音声データを含む高周波ディジタル変調信号のう
ちから特定周波数の信号を取り出す。また、地上波ディジタルチューナ２は、復調回路、
逆インタリーブ回路、誤り訂正回路などを備え、選択したディジタル変調信号を復調して
トランスポートストリームを出力する。なお、地上波ディジタルチューナ２への選局情報
（周波数情報及び階層指定情報）はシステムコントローラ１３から与えられる。地上波デ
ィジタルチューナ２は、放送波における１３セグメントに対して全体の同期をとって１３
セグメント分のトランスポートストリームを出力する。また、地上波ディジタルチューナ
２は、受信している電波の受信品質を示す情報（エラーレート、受信電界強度、Ｃ／Ｎ比
等）をシステムコントローラ１３に供給する。システムコントローラ１３は、上記受信品
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質を示す情報に基づいて受信品質を判断する。例えば、上記エラーレートが少ないほど受
信品質は良いと判断する。
【００１６】
　デマルチプレクサ（ＤＥＭＵＸ）３は、前記トランスポートストリームを入力し、前記
１３セグメントのうち中央の１セグメントについては強階層（１セグ放送用）のトランス
ポートストリームとして扱い、そのなかのビデオストリームとオーディオストリームにつ
いてはＨ．２６４デコーダ９に供給し、そのなかのＰＳＩ／ＳＩ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ／Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）に
ついてはシステムコントローラ１３に供給する。また、デマルチプレクサ３は、前記１３
セグメントのうち残りの１２セグメントについては弱階層のトランスポートストリームと
して扱い、そのなかのビデオストリームとオーディオストリームについてはＡＶデコーダ
４に供給し、そのなかのＰＳＩ／ＳＩについてはシステムコントローラ１３に供給する。
【００１７】
　ＡＶデコーダ４及びＨ．２６４デコーダ９は、ビデオストリームに対してデコードを行
うビデオデコーダ、及びオーディオストリームに対してデコードを行うオーディオデコー
ダをそれぞれ備える。各ビデオデコーダは、強階層又は弱階層のビデオストリームのそれ
ぞれについて、入力された可変長符号を復号して量子化係数や動きベクトルを求め、逆Ｄ
ＣＴ変換や動きベクトルに基づく動き補償制御などを行う。各オーディオデコーダは、強
階層又は弱階層のオーディオストリームのそれぞれについて、入力された符号化信号を復
号して音声データを生成する。
【００１８】
　スイッチ２１は、ＡＶデコーダ４及びＨ．２６４デコーダ９からそれぞれ出力された映
像データを受け取り、いずれかを選択して映像処理回路５に供給する。スイッチ２２は、
ＡＶデコーダ４及びＨ．２６４デコーダ９からそれぞれ出力された音声データを受け取り
、いずれかを選択して映像処理回路５に供給する。スイッチ２１及びスイッチ２２は、シ
ステムコントローラ１３によって切替制御される。
【００１９】
　映像処理回路５はスイッチ２１から出力された映像データを受け取ってＤ／Ａ変換を行
い、例えばコンポジット映像信号に変換する。音声処理回路６はスイッチ２２から出力さ
れた音声データを受け取ってＤ／Ａ変換を行い、例えば右（Ｒ）音のアナログ信号及び左
（Ｌ）音のアナログ信号を生成する。
【００２０】
　映像処理回路７及び音声出力回路８は出力抵抗や増幅器等を備えて成る。映像処理回路
７及び音声出力回路８の出力は、カーナビゲーションシステム４０を介して当該システム
４０のＬＣＤモニタ４１及びスピーカ４２に供給するようにしている。
【００２１】
　ＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）回路１２は、システムコントローラ１３から出
力指示された文字情報や色情報に基づく映像データを映像処理回路５に出力する。映像処
理回路５は前記映像データをスイッチ２１から出力される受信映像データに組み込む処理
を行う。上記ＯＳＤ回路１２により、メニュー画面やメッセージ画面などの表示が行える
。
【００２２】
　リモコン送信機１０は、各種のキーを備えて当該ディジタルチューナユニット３０に各
種指令を送出するものであり、前記キーを操作すると、そのキーに対応した指令を意味す
る信号光（リモコン信号）が発光部から送出される。リモコン受光器１１は、前記信号光
を受光し、これを電気信号に変換してシステムコントローラ１３に与える。
【００２３】
　メモリ１４におけるブートＲＯＭには、ブートプログラムが格納されている。電源立ち
上げ時、システムコントローラ１３は前記ブートＲＯＭに書き込まれているブートプログ
ラムから実行し、システムに必要な初期化等を行う。そして、各種プログラムはメモリ１
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４におけるワークメモリ（ＲＡＭ）へ展開され、このＲＡＭで展開されたプログラムをシ
ステムコントローラ１３が実行する。
【００２４】
　また、メモリ１４におけるフラッシュメモリには、受信不能地データベース１４ａが格
納されている。この実施形態では、受信不能地データベース１４ａにはトンネルの位置（
トンネルエリア）を示す経緯度情報が格納されている。勿論、受信不能地はトンネルに限
らず、電波塔と山との位置関係等からも受信不能地を推測（或いは計測）することができ
、このようなエリアデータを前記受信不能地データベース１４ａが保持することとしても
よい。
【００２５】
　カーナビゲーションシステム４０は、システムコントローラ１３に対して車の現在位置
を示す情報（経緯度情報）を供給する。
【００２６】
　システムコントローラ１３は、ディジタルチューナユニット３０における全体制御を行
うものであるが、この制御に加えて、以下に示す階層切替（セグメント切替）処理を実行
する。
【００２７】
［基本処理］
　システムコントローラ１３は、弱階層による映像出力状態のときに前記受信品質が第１
の閾値（Ｘ１）を下回ったときには、強階層（１セグ放送）による映像出力状態に切り替
える。この実施形態では、前記第１の閾値（Ｘ１）は映像提示が不能となる少し手前の受
信品質としているが、これに限らるものではなく、映像提示が不能となる受信品質として
もよいものである。前記切替は、システムコントローラ１３がスイッチ２１及びスイッチ
２２に切替信号を与えることで行われる。スイッチ２１及びスイッチ２２は、ＡＶデコー
ダ４からの映像音声データを選択する状態から、Ｈ．２６４デコーダからの映像音声デー
タを選択する状態に切り替わる。
【００２８】
［例外処理］
　システムコントローラ１３は、現在位置が電波受信不能地であるときには、前記受信品
質が第１の閾値（Ｘ１）を下回っても、強階層への切替を実行しない。現在位置が電波受
信不能地であるかどうかは、ナビゲーションシステム４０から得られる車の現在位置が、
受信不能地データベース１４ａで示されるエリア内に存在するかどうかで判断できる。デ
ィジタルチューナユニット（放送受信装置）３０がトンネル内に在るときには、強階層の
放送といえども受信することはできないから、強階層による映像出力状態への切替を実行
しないこととする。この切替を実行しないことで、トンネルを出た後の弱階層の放送受信
処理が円滑に行われることになる。
【００２９】
［応用処理１］
　システムコントローラ１３は、前記強階層による映像出力状態のときに前記受信品質が
第２の閾値（Ｘ２）を上回ったときには（Ｘ１＝Ｘ２又はＸ１＜Ｘ２）、無条件で前記弱
階層による映像出力状態に切り替える。前記閾値と受信モードとの関係を図２に示してい
る。この図２での閾値はＸ１＜Ｘ２としている。
【００３０】
［応用処理２］
　或いは、システムコントローラ１３は、前記強階層による映像出力状態のときに前記受
信品質が第２の閾値（Ｘ２）を上回ったときには（Ｘ１＝Ｘ２又はＸ１＜Ｘ２）、前記弱
階層でプライマリチャンネルを選局していたことを条件に前記弱階層による映像出力状態
に切り替える。地上ディジタル放送では、１２セグメントを用いて標準画質の放送を３つ
送出することができる。３つのうちの一つがプライマリチャンネルであり、他の二つがサ
ブチャンネルである。サイマル放送においては、プライマリチャンネルの番組内容と強階
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層（１セグ放送）の番組内容とは同じである。この応用処理２によれば、前記弱階層でプ
ライマリチャンネルを選局していたときだけ、強階層（１セグ放送）から弱階層に戻った
ときに同一の番組が提示されることになる。逆に、前記弱階層でサブチャンネルを選局し
ていたときには、強階層（１セグ放送）から弱階層に戻っても同一内容の番組は提示され
ないので（サブチャンネルが提示されるので）、階層切替は行わないこととする。すなわ
ち、強階層（１セグ放送）の映像の提示が継続される。サブチャンネルの視聴中に受信品
質が安定しない環境で階層切替を行ってしまうと、提示される番組内容が頻繁に変わって
ユーザに不満を抱かせてしまうおそれがあるが、応用処理２によってこのような不満は解
消される。
【００３１】
［応用処理３］
　上述した応用処理１，２のごとく、受信品質が回復したときに弱階層に切り替わること
とする場合において、この切り替わりに時間的なヒステリシスを持たせることとしてよい
。すなわち、図３に示しているように、前記弱階層による映像出力状態への切り替えは、
前記受信品質が第２の閾値（Ｘ２）を上回ってから所定時間が経過したときに実行するこ
ととしてもよい。このように、切替において時間的なヒステリシスを持たせることにより
、受信品質が頻繁に変化すると考えられるビルの谷間の走行において、比較的安定した（
頻繁に切り替わりが生じない）テレビ視聴が可能になる。なお、前記所定時間の経過前に
受信品質がＸ２を下回れば、強階層の放送受信が継続されることになる。また、図３では
、所定時間の例として１秒を設定したが、２秒或いは３秒等を設定してもよい。また、例
えば、前記受信不能地データベース１４ａが、受信不良地（例えば、ビル街や高架が多い
地域等）と受信良好地とを示すデータを保持し、現在位置が受信良好地であれば前記所定
時間を１秒に設定し、現在位置が受信不良地であれば前記所定時間を例えば３秒に設定す
る（設定秒数を長くする）こととしてもよい。
【００３２】
［応用処理４］
　ところで、放送局から送出される強階層（１セグ放送）の映像は、弱階層の映像に比べ
て１秒程度遅れる。例えば、サッカー中継を例にすると、強階層（１セグ放送）の映像で
は選手がゴールに向かってドリブル中であっても、弱階層の映像では既にシュートがなさ
れた後になっていることになる。従って、強階層（１セグ放送）の映像出力状態から前記
弱階層による映像出力状態に単に切り替えると、いわゆる映像の飛びが生じてしまう。か
かる不具合を解消するために、例えば、前記ＡＶデコーダ４が、前記弱階層の所定時間分
（遅れ時間分：例えば、１秒間分）の映像データを一時的に保持するバッファを備えてお
くのがよい。システムコントローラ１３は、前記強階層（１セグ放送）による映像出力状
態から前記弱階層による映像出力状態に切り替えるときに、前記バッファからの前記所定
時間分の遅延映像を提示する。これにより、映像の飛びが解消される。
【００３３】
　なお、上述した例では、１３セグメントの全てを同時的に処理する例を示したが、これ
に限らず、例えば、１２セグメント用の専用チューナ（デコーダ付き）と１セグメント用
の専用チューナ（デコーダ付き）とを備え、両専用チューナを切り替えて用いるようにし
てもよい。
【００３４】
　図４は階層切替処理の一例を示したフローチャートである。なお、この処理例では、電
波状態が比較的良好な条件下で、弱階層放送を受信している状態からスタートしている。
システムコントローラ１３は、現在受信している弱階層放送においてプライマリチャンネ
ルを受信しているのかどうかを判断する（ステップＳ１）。プライマリチャンネルを受信
しているかどうかは、プログラムマップテーブル（ＰＭＴ）のサービスＩＤに基づいて判
断することができる。プライマリチャンネルを受信している場合には、フラグをセットし
（ステップＳ１１）、プライマリチャンネルを受信していない場合には、フラグをリセッ
トする（ステップＳ２）。
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【００３５】
　次に、受信品質がＸ１を下回ったかどうかを判断する（ステップＳ３）。下回ったとき
には、同じネットワーク内に強階層放送（１セグ放送）が存在するかどうかを判断し（ス
テップＳ４）、存在しなければステップＳ１に戻り、存在するときには、現在選択してい
るチャンネルを記憶し（ステップＳ５）、強階層放送（１セグ放送）の受信に切り替える
（ステップＳ６）。
【００３６】
　強階層放送（１セグ放送）の受信に切り替わると、受信品質がＸ２を上回ったかどうか
を判断する（ステップＳ７）。上回ったときには、フラグがセットされているかどうかを
判断する（ステップＳ８）。フラグがセットされているときには、弱階層放送の受信状態
に戻り前記記憶したチャンネルを選択する（ステップＳ９）。フラグがセットされていな
いときには、手動切替がなされたかどうかを判断し（ステップＳ１０）、手動切替がなさ
れたときに弱階層放送の受信状態に戻り前記記憶したチャンネルを選択する（ステップＳ
９）。なお、ステップＳ８でフラグがセットされていないと判断したときには、ＯＳＤ回
路１２を用いて、モニタ４１に「弱階層放送に戻りますか」といったメッセージを表示す
ることとしてもよい。
【００３７】
　なお、以上の説明においては、車載型の放送受信装置を例示したが、携帯電話等に搭載
される放送受信装置においてこの発明を適用することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】この発明の実施形態の可搬型放送受信装置を示したブロック図である。
【図２】この発明の実施形態の切替タイミング例を示した説明図である。
【図３】この発明の実施形態の切替タイミング例を示した説明図である。
【図４】この発明の実施形態の処理内容を示したフローチャートである。
【符号の説明】
【００３９】
  ２　　　地上ディジタルチューナ
　３　　　デマルチプレクサ
　４　　　ＡＶデコーダ
　９　　　Ｈ．２６４デコーダ
　１３　　システムコントローラ
　１４　　メモリ
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